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投与経路 用途 

静脈内注射 溶解補助剤 

筋肉内注射 

 

  

１．単回投与毒性 

動物種 投与経路 LD50(mg/kg 体重) 文献 

マウス 経口 2000mg/kg 1) Teramoto et al., 1981 

ラット 経口 2000mg/kg 1) Teramoto et al., 1981 

２．反復投与毒性 

該当文献なし  

３．遺伝毒性 

① ショウジョウバエを用いた伴性劣性致死試験 

エチル尿素の 0.1 Mをショウジョウバエに 2日間処理し、伴性劣性致死試験を実施した。その結果、

対照群と比較して突然変異頻度の上昇はみられなかった。2) (Inoue et al., 1981) 

② ショウジョウバエを用いた眼色スポットテスト 

エチル尿素の 5および 10 mMをショウジョウバエに 3日間処理し、眼色スポットテストを実施した。

その結果、弱いながら陽性を示した。3) (Ekkehart and Nivard, 1993) 

③ 宿主経由試験 

エチル尿素の 2 g/kgを雄性Swiss (ICR) マウス（20～30 g）に経口投与し、宿主経由試験を実施し

た。検定菌として Salmonella typhimurium G46 を用いた。その結果、対照群と比較して変異コロニ

ー数の有意な増加は認められず陰性であった 4)。(Couch and Friedman, 1975) 

４．癌原性 

 エチル尿素の 100 mg/kg/day を Syrian ハムスターに妊娠 9～15 日の間経口投与し、出生前に

暴露された雄 14 匹、雌 24 匹について 2 年間の癌原性を評価した。その結果、無処置群と比較し

て癌の発生に差はなかった 5)。(Rustia, 1975) 

５．生殖発生毒性 

5-1 マウス 

エチル尿素の 2000 mg/kgを妊娠 10日目の ICRマウスに経口単回投与し、妊娠 18日目に屠殺し
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た。対照群と比較して着床数の減少による生存胎児数の有意な減少が認められたものの、胎児

の体重に変化はみられず、胎児吸収および奇形の増加は観察されなかった。1) (Teramoto et al., 

1981) 

5-2 ラット 

エチル尿素の 2000 mg/kgを妊娠 12日目の Wistarラットに経口単回投与し、妊娠 20日目に屠殺

した。対照群と比較して着床数、生存胎児数、胎児の体重に変化はみられず、胎児吸収および奇

形の増加は観察されなかった。1) (Teramoto et al., 1981) 

６．局所刺激性 

該当文献なし 

７．その他の毒性 

該当文献なし 

８．ヒトにおける知見 

該当文献なし  
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